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教育目標 氷見市立南部中学校

「自学、信愛、努力を基本とし、人間らしい生き方を求める生徒を育てる」 令和２年９月４日

校長 扇谷 孝代

今年の夏休みは短いとは分かっていましたが、実際終えてみると、想像以上にあっという間で

した。２週間足らずの間隔で１学期の終業式と２学期の始業式があったこともあり、今回は、そ

の二つの式で行う「式辞」を共通のテーマでまとめました。本年度の南部中学校の重点目標であ

る「主体的に行動し、互いに高め合う生徒」についてです。

８月７日の終業式では、主に「主体的に行動する」ことについて話しました。

現在学校は、新型コロナウイルスによる感染症拡大防止のため、新しい様式による生活と

なっています。そんな中、実は「主体的に行動すること」は、例年よりも大切になっている

と言えます。「主体的に行動する」とは、「やるべき事をやるだけではなく、状況を見ながら

自らの意志で正しく判断し、行動すること」を言います。

今後も今までに経験したことのない状況は続くものと思われます。経験がないということ

は、前例や手本がないということです。「知らなかった」「分からなかった」とばかり言って

いないで、皆さん自身が考えるようにしてください。どう行動することが、充実した学校生

活につながるのか、「主体的に行動する」姿につながるのか、一人一人がよく考えて行動する

必要があります。

また、８月20日の始業式では、「互いに高め合う」ことについて話しました。

これから再開する学校生活において、皆さんが「互いに高め合う」ことができる機会は数

多くあります。問題は、そのチャンスをつかむことができるかどうかです。

人との関わりの中で「高め合う」ためには、まず、相手が自分よりも優れているところを

見つける目が必要です。そして、それを素直に受け止め、自らを振り返り、どうしたらその

人のようになれるかを考え、実践してみる。互いにそうした関係性を築いていくことができ

れば、まさに「互いに高め合う」好循環が生まれます。

この逆は、「自分より相手が優れていることが分かると、ねたんだりひがんだりして陰口を

たたく」あたりでしょうか。こうなると、集団で生活しているメリットを享受できないだけ

でなく、自分自身をつまらない人間にしていくことになります。

皆さんの周りをよく見てください。自分より優れた人、尊敬できる人はいませんか。多く

の人が集まる学校だからこそ、出会いの可能性は高いと言えます。ぜひ、視野を広げてそう

いう人を見つけ、自分を高めるチャンスとしてください。

本年度はコロナ禍の中、例年どおりとはいかない、かなり制限の多い学校生活となっています。

だからこそ、生徒には今できることを大切にし、前向きなパワーを全開

にして一つ一つのことに取り組み、それぞれの力を伸ばしてほしいと

願っています。一人一人が充実した時を過ごせるよう、私たち教職員も

本年度ならではの創意工夫をこらし、支援していきたいと考えています。

NANBU

主体的に行動するとは？ 互いに高め合うとは？



南部中学校のこの頃
○２学期の新しい生活様式

１学期中、メディアスペースや特別教室で学習していた１、３年生が、元の教室に戻りまし
た。２学期からは、理科の観察・実験や美術科、技術・家庭科の作業等を、本来の学習形態で

行うことになります。このことを踏まえ、養護教諭の上杉先生から生徒に、学校での生活につ
いての講話がありました。その一部を紹介します。

県内では新型コロナウイルス感染者が毎日のように報告されています。このような状況に慣
れてしまい、危機感が薄れているということはないでしょうか。
氷見市では今のところ流行はみられていませんが、学校は集団で過ごす時間が多いので、感

染が拡大しやすい環境と言えます。一人一人のウイルスをもらわない・うつさないという心が
けが必要です。３密を避けて生活すること、手洗い、マスク着用等の基本的な予防を確実に行
うこと、そして不安や恐怖からくる差別や偏見をなくすことが大切だと保健体育課の授業で学

びましたね。これらはみんなが安心して学校で過ごすためにとても重要なことです。
自分と周りのみんなの健康を守るために、どのような行動をとればよいかよく考えましょう。

○運動会に向けての準備が始まりました
８月31日（月）、令和２年度運動会の団旗授与式を行いました。各団代

表が団旗を受け取った後、団長、応援団長、マスコットリーダーが意気込

みを語りました。
本年度のテーマは「輝け！！最高笑顔 ～歴史を変える進化の刻～」で

ベ ス トスマイル とき

す。コロナ禍の中、何かと制限の多い運動会となりますが、今だからこそできる、自分たちに

しかできない運動会を一人一人の手でつくりあげてほしいと願っています。
○避難訓練を行いました

９月２日（水）、「１年２組のベランダ側に不審な人物が現れた」という想定で、不審者対応

避難訓練を実施しました。１学期に予定していた小学校との合同避難訓練が、新型コロナウイ
ルスによる感染症拡大防止のため実施できず、本年度初めての訓練となりましたが、どの生徒
も真剣に取り組み、迅速に避難を完了することができました。

学校からのお知らせとお願い
○本年度は学校祭バザーを行いません

例年、保護者の皆様方のご協力を得て学校祭バザーを開催させていただいていましたが、本
年度は感染症拡大防止のため、中止とさせていただきます。生徒の学習発表につきましては、

現在のところ、南中通信でもお知らせしたとおり、10月24日（土）に学年別で保護者の皆様方
に披露したいと考えております。詳細につきましては後日、改めてお知らせいたします。

○ネットトラブルにご注意ください！

右の表は、本校生徒のスマートフォン（携帯電話を含む）所 １年 ２年 ３年
持の実態について調査した結果です。予想した以上に多くの生 在籍数 59 42 54
徒が自分専用のものを所持している実態に、正直なところ驚き 自分専用 37 21 31

ました。 家族と共有 10 10 13
また、その生徒たちが、普段（月～金曜日）、１日当たり

どれくらいの時間、利用しているかを調査したものが右の １年 ２年 ３年
表です。 30分未満 ８ ３ ２

最近は手軽に写真や動画を作成・投稿できるアプリが流 30分～１時間 10 11 ９
行し、ネットの世界はますます子供たちの興味を引きつけ １時間～２時間 15 10 17
ているように思われます。しかし、面白いから、友達もや ２時間～３時間 ９ ５ 13

っているからと、楽しく利用しているつもりが、思わぬト ３時間～４時間 １ ０ １
ラブル（日常生活への支障、悪口や仲間はずれ、情報流出、 ４時間以上 ４ ２ ２
性犯罪被害、高額請求等）に巻き込まれることがあります。

「青少年インターネット環境整備法」では、18歳未満のスマホ・ケータイの利用を把握・管
理して、教育するのは、「保護者の責務」と定められています。ご家庭においてぜひ、ネット関
連の話題で話し合う機会をもっていただきたい思います。


